
QAW Ver.3.6i 正誤表

2010年11月22日　クオリティソフト株式会社

マニュアルの内容に誤り、追記事項があります。下記、正誤対象表をご確認ください。

■ 導入 ・ メンテナンス編

ページ 見出し 誤 正

New24

ホストの対応OS

表内「Windows XP Pro
fessional x64 Edition」
のSP

SP2/SP3 → SP2

New25 ホストの対応OS ＜右の記述を追記＞ →

Mac OS 8.6～Mac OS 9.2（Classic
環境）には、CarbonLib V1.6以降
がインストールされている必要が
あります。
Mac OS X以降では、標準でインス
トールされています。

28（*）
◆管理対象PC:5000クラ
イアントの場合

各コンソールの使用メモリ

1MB以上 → 1GB以上

New32

1-1..NET Framework 2.0
のインストール

手順2の①

① SQL Serverをインストールす
るPCに、管理者アカウントで
ログオンします。

→
① .NET Framework 2.0をインス

トールするPCに、管理者アカウ
ントでログオンします。

New37
MEMO「インストール後の
確認」

・FileServer.exe → ＜左の記述を削除＞

37
MEMO「インストール後の
確認」 ＜右の記述を追記＞ →

ViperManageServer.exeは、Viper
管理サーバをインストールした場
合のみ存在します。

New44
ログインユーザとQAWコ
ンソール ＜右の記述を追記＞ →

同一ホストに対して、複数のQAWコ
ンソールから同時に操作を行うこ
とはできません。

他のQAWコンソールによってアクセ
スされているホストは、「ホス
トの状態」の［現在の状態］に
“ロックされています。”と表示
されます。

New114
4-4.サイレントインス
トール ＜右の記述を追記＞ →

既にQPオプションがインストール
されているホストに対して、作成
したクライアントインストーラを
使用してサイレントインストール
を実行すると、QPオプションの
サービスが起動しなくなります。

New115
ホスト側の操作

手順1の②

* インストーラのログファイル
のパスは、実在しており、
ユーザが書き込み可能なディ
レクトリを指定してください。

また、ログファイル名は、
" セットアップファイル名".log
としてください。

→

* インストーラのログファイルの
パスは、実在しており、ユーザ
が書き込み可能なディレクトリ
を指定してください。

また、ログファイル名は、
" セットアップファイル名".log
とし、必ずこの引数を指定して
ください。



（*）製本マニュアルでの誤り、追記事項となります。PDFマニュアルでは修正されています。

New146
ログインアカウントにつ
いて

ただし、複数接続が可能なコン
ソールは、QAWコンソールのみで
す。QIVコンソール（QIV設定コ
ンソール）、RCコンソール、
NetSkipperコンソール、Viperコ
ンソールからは、一度に1ユーザ
しかログインできません。

→

ただし、管理者権限のユーザで複
数接続が可能なコンソールは、QAW
コンソールのみです。QIVコンソー
ル（QIV設定コンソール）、RCコン
ソール、NetSkipperコンソール、
Viperコンソールからは、一度に1
ユーザしかログインできません。

アシスタント権限のユーザであれ
ば、複数接続が可能です。（Viper
コンソール以外）

New152
バージョンアップ

手順10のあと
＜右の手順を追記＞ →

手順11

① ［はい(Y)］ボタンをクリック
します。

データがコンバートされます。
コンバートが完了すると、
実行完了のメッセージが表示
されます。

② ［OK］ボタンをクリックします。

New153
バージョンアップ

手順15

① マスターサーバのバックアッ
プ（P.182）でバックアップ
しておいたファイルのうち、
次の2ファイルを元の場所に
コピーします。

・QNDPlus¥bin¥Rulea7.csv

・QNDPlus¥etc¥multicast.ini

→

① マスターサーバのバックアップ
（P.182）でバックアップして
おいたファイルのうち、次の
ファイルを元の場所にコピー
します。

・QNDPlus¥bin¥Rulea7.csv

New154

バージョンアップ実行後
の確認

表内

・FileServer.exe → ＜左の記述を削除＞

154 バージョンアップ実行後
の確認

＜右の記述を追記＞ →
ViperManageServer.exeは、Viper
管理サーバをインストールした場
合のみ存在します。

New217 ◆SUのインストール ＜右の記述を追記＞ →

SUSU機能とは、SwitchUserのイン
ストールを行うためのSwitchUser
機能のことです。OSがWindows 
2000/Windows XP/Windows Server 
2003の場合、対象となるホストに
管理者権限以外のユーザでログオ
ンしていても、QNDサーバ管理者情
報に登録されている管理者アカウ
ントに切り替えて、インストール
を行います。

ページ 見出し 誤 正



■ 運用編

（*）製本マニュアルでの誤り、追記事項となります。PDFマニュアルでは修正されています。

ページ 見出し 誤 正

New276 1-1.運用の流れ

次の内容を追記

New360

MEMO「リモートコント
ロールの開始時」

表内「名前」の説明

MassageDisplayTime → MessageDisplayTime

New362

MEMO「リモートコント
ロールの開始時」

表内「名前」の説明

MassageDisplayTime → MessageDisplayTime

414（*） VI部の2章タイトル
QNDサーバと接続できないホスト
の情報を収集

→
QNDサーバと接続できないホストの
情報を収集する

New430
2-4.ネットワーク接続が
できない場合 ＜右の記述を追記＞ →

QAWコンソールの「サーバ固有の
設定」の［インベントリ］で、
ファイルパスを指定して取り込む
こともできます。

『リファレンス』I 10-16.
サーバ固有の設定　イン
ベントリ

New488
任意設定インベントリ
の情報をCSV形式で作成
する

＜右の記述を追記＞ →
マッチングのキーとする項目は、
列の先頭の項目である必要があり
ます。

New517

データ集計/CSV出力のタ
イミングを設定する

手順2の①

表内「月に1回」の記述
方法

em dd@hh:mm → em [dd]@hh:mm

New517

データ集計/CSV出力のタ
イミングを設定する

手順2の①

表内「月に1回」の例

em 10@10:00

em 99@10:00
→

em [10]@10:00

em [99]@10:00

許可ホスト一覧への登録

QPオプションがインストールされたホストは、「未知のホスト一覧」
には表示されなくなります。（「全てのホスト」に表示されます）
他のセグメントで接続した際に通信を許可する場合は、該当の
「［（セグメント名）］の許可されたホスト一覧」にホストを登録し
てください。
全セグメントで通信を許可する場合は、「全セグメントで許可さ
れたホスト一覧」にホストを登録してください。

『リファレンス』IV 2-5. セグメント一覧　［（セグメント名）］の
許可されたホスト一覧、IV 2-2. メイン　全セグメントで許可さ
れたホスト一覧



■ リファレンス

（*）製本マニュアルでの誤り、追記事項となります。PDFマニュアルでは修正されています。

■ リファレンス付録

ページ 見出し 誤 正

New113

インベントリ

表内「ソフトウェア一覧
を自動更新する」の説明

QIVでCSVのスケジュール出力を
行っている場合、チェックを外
すと最新の情報によるCSV出力が
行えないため、注意が必要。
その場合、サーバタスクをスケ
ジュール実行して、CSV出力が行
われる直前にソフトウェア一覧
が更新されるようにしておくと、
最新の情報で出力される

→

チェックを外した場合、以下の内容
が最新の情報にならないため、手動
やサーバタスクでの更新が必要

・QAWコンソールの「全ソフト
ウェア一覧」の情報

・QAWコンソールからのCSV出力

・収集したソフトウェアインベン
トリを条件に設定したフィルタの
更新

151（*）

12-4.クライアントプロ
グラム－スタートメ
ニューの設定

表内「オプション切り替え」

2「QNDエージェント」 → 「QNDエージェント」

211（*）
APP-利用時間集計ユー
ティリティ パラメータ
設定

＜右の記述を表下に追記＞ →

*1　日数をプラスの数値で指定す
ると、基準日を含んだデータ
が集計されます。指定時にプ
ラス“＋”の記号は不要です。
数値のみで指定してください。

*2　日数をマイナスの数値で指定
すると、基準日を含まず、基
準日の前日までのデータが集
計されます。

ページ 見出し 誤 正

New67 22-1.メニュー項目 ＜表全体を修正＞ → 『追補マニュアル』

New75

23-4.クライアントプロ
グラムリモートインス
トール時のエラー一覧

表内「共有ディレクトリ
の作成に失敗」の原因と
対処方法

［原因］

対象ホストが、QNDサーバと別ド
メインにいる

［対処方法］

対象ホストと同一ドメインに、
スレーブサーバを設置する

→ ＜左の記述を削除＞

New75

23-4.クライアントプロ
グラムリモートインス
トール時のエラー一覧

表内

＜右の記述を追記＞ →

［エラー内容］

「インストール先のホストに接続で
きませんでした」

［原因］

ホストのWindowsファイアウォール
が有効でQNDのクライアントプログ
ラムが例外登録されていないため、
通信がブロックされている

［対処方法］

ホストのWindowsファイアウォール
の設定を変更する

『導入編』付録 3 Win
dowsファイアウォール
の設定

New80

25 ログの確認方法

表内「%windir%」のログ
ファイル名

＜右の記述を追記＞ →
QND960SVRConverter %d-%02d-%02d 
%02d-%02d-%02d.log

New80
25 ログの確認方法

表内「%windir%」の説明
＜右の記述を追記＞ →

バージョンアップ時のコンバータ
の動作ログ

最大サイズ5MB×ログ個数11個（履
歴が10個）
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